
１．はじめに

近年では地下鉄工事、共同溝や大規模な建設工

事に伴い帯水層を遮断する地下水流動阻害などの

地盤環境問題が多くなっている。このため、地下

水流動を保全するための各種対策工も提案されて

いる（図―１参照）。地下水流動阻害を軽減するた

めには、周辺地下水への影響予測・評価や各種対

策工の効果確認において、施工前の自然状態の地

下水流向流速を正確に把握しておくことは非常に

重要である。

本報告では、連続的に地下水の流向流速を計測

できる装置の概要と、地中連続壁施工前の地下水

流動調査に当計器を活用した計測結果について述

べる。

図―１ 地下水流動保全対策イメージ

２．従来の流向流速計の課題

地盤内の地下水流動は、潮汐や、気圧、季節お

よび周辺の井戸利用状況などにより絶えず変動し

ている。そのため、地下水流動への工事の影響を

調査する際は、こうした工事以外の要因を考慮し

なければならず、短期の計測では正確に見極める

ことが困難であった。

効果的な対策工を施すための基礎データとして

信頼性の高い地下水流動調査を行うためには、影

響を及ぼす外的要因の究明と共に、できる限り長

期かつ連続的な地下水流動調査を行うことが必要

であった。

３．連続式流向流速計による事前調査

３．１ 計測器の概要

連続式流向流速計の本体部を図―２に示す。連

続式流向流速計の本体部は、浮きセンサ、CCD

カメラ、LED照明、制御回路、固定用ゴムパッ

カーおよび電力・画像伝送用ケーブル接続部から

構成される。取得画像は、地上部で接続している

ＰＣに保存する。

本体部先端の浮きセンサは、ヒンジ構造を有す
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る接続治具で本体部と接続している（写真―１

（a））。浮きセンサは、静水中では鉛直で取得画

像の中心に位置し（初期画像）、地下水流により

浮きセンサ頭部が下流側に移動する（写真―１

（b））。この移動方向を基に内蔵方位計から地下

水流向（方位角）を算出する。地下水流速は、得

られた移動量から事前に求めた浮きセンサ頭部移

動量と流速の関係図１）を基に求める。

３．２ 地下水流向流速の計測例

仙台市高速鉄道東西線建設工事の内、卸町工区

土木工事では、駅舎工事に伴う土留め壁施工にお

いて地下水流動に影響を及ぼす可能性があるため、

当計測器を用いた測定を実施した。図―３に当工

事の代表的な地質柱状図および標準断面図を示す。

計測は、SMW施工前にGL―１２．０m付近の粘土

混り礫層（Ag２）を対象に実施した。

表－１に測定結果の一覧を示す。また、得られ

た地下水流向と同流速を SMW施工平面図に示す

（図―４）。

地下水流向は、図―４に示すように、SMW施

行位置の長辺に対して斜めに交差する方向である

ことがわかった。ここで、周辺地盤内の地下水流

速は、ボーリング孔内の地下水流速と比較して１

／１０程度であるとされている２）。よって、得られ

たボーリング孔内の流速測定結果が６×１０―３m/s

であることより周辺地盤の地下水流速は６×１０―４

m/s 程度と考えられる。

４．おわりに

今後、連続式流向流速計を活用し、大規模な建

設工事がもたらす地下水流動への影響調査に役立

て、周辺環境へ及ぼす影響を極力小さくした施工

に結びつけるとともに、施工後の影響評価にも活

表―１ 流向流速測定結果の一覧

図―２ 測定装置本体部の概要図

図―４ SMW施工位置と地下水流向との関係
写真―１ 浮きセンサと頭部の撮影画像例

図―３ 代表的な地質柱状図および標準断面図
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用していきたい。
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